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2009公開講座
「電子 レンジでガラス作品を作 ってみよ う（‘09)」
担 当者 第2技 術 室 森 田俊 夫、 山田隆昇 、 田畑 功 、
福 田 萬、脇 敬一 、安藤 誠
1.は じめに
学内で多 くの公開講座を開講 してい るが、各学科、及び研究室では専門外でや らないだろ う思われ る
企画 を技術職員が、昨年度 と同様に表題の公開講座 を開催 した。小学生以上を対象 とし、家庭 にある電
子 レンジでガラスの融 ける様子が確認できる。色ガラスの作製 、さらにバーナーを用いることで、ガラ
スの軟 らかくなる感覚 を自分の手で体験で きる.物 っ く りの面 白さ ・楽 しさを実感 してもらい、ガラス
に対する理解 ・知識を深めることを 目的 とした。
2.公開講座の内容
平成21年7.月25日(土)、 午前9時 か ら午後4時 まで、IO家 族の受講者 を受け付けた。
最初に、講座内容の説明、ガラスの取 り扱いの注意 、保護 めがね、手袋 の着用、特に加熱 したガラス
は素手で絶対 さわ らないことを、小学生、及び保護者 に説明 した.次 に、実験室 に移動 し、ガラスがBOO
度付近で溶けるよう材料 を調合 し、 さらに発色 させ る金属を加 え、電子 レンジで加熱 し、色ガ ラスを作
製 した。今回 も蓄光材料 をガラスに混合 し、暗室で光 るガラスも作製 した。そのほか、箸置 き、ペ ンダ
ン ト、英文字風、ス トラップ用ガ ラス玉等を作製 した。
次に、ガラスが溶 け、飴の ように変化 してい く様子を直接体験 してもら うた め、バーナー を用いてガ
ラス細工を した。 ガラス棒、及びガ ラス管を切 る、ガラスが溶 ける、ガラスがのび る ・つな ぐなど日常
生活では経験 しない ことを取 り入れ た。前回と同様、かき混ぜ棒を色付 きガラス棒、及びガラス管から
作製 した。
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学んでいただきたいと思いま祝 夢
【日 時】 平成21年7月25日{土)900～1600
【会 場】 福井大学(文京キャンパス)工学部1号館1階 生物応用化学科学生実験室
`対 象】 親子ペア(小学1年生以上の子供とその保護者)
【定.員 】 ペア 寸0組(20名)
【お 申 込】
【受 講 料】
【申込締切】
先蕎順ですので空き状況を社含連携係にお問い合わせくださ暁 裏面申込書に賭要事項を
明記のうえ、期限内に直接大学へお持ちいただくか、郵送FAX・E-mai1またはホ
ームページから下記にお申込くださ帆
1,0co円
〔ペアで釦0α〕円です。申込需紙と鉗こ直接お持ちくださるか、現金善留で送って下さ帆)
巌この受講料の他に傷塞廉険栽{参加者1人当た吟50円痴騰 です唖受講料と台わせて甲し込.
み締め切りまで仁入金ください,
平成21年7月23日(木)(先 着順受付。定員に達し次第締め切ります。)
来受付票等の発行はしておりませんのでご了承くださ帆 申込後のヰヤンセルの場合、返金できません
のでご注意ください.
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O詳し恥膳座内容についてのお聞い合わせ
担 当:森 田 俊 夫 ⊂[学部撞緬 部 化学 諦 則班)
亀0776-27矧532(直 通、 午前9時 ～午:後5時)
E-ma舜mohta@a6bio2加hk).u・趾u止,即jp
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